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グロース市場上場維持基準への適合に関するお知らせ 

 

 

当社は、2021 年 12 月 24 日、2022 年 11 月 28 日及び 2023 年 11 月 29 日にグロース市場の上場維持基準の適

合に向けた計画書を提出し、その内容について開示しております。 

2024 年３月 29 日開示の「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況（適合）について」において、

当社試算によりグロース市場の上場維持基準にすべて適合する見込みである旨お知らせしておりましたが、こ

の度、東京証券取引所から「上場維持基準（分布基準）への適合状況について」を受領し、グロース市場の上

場維持基準にすべて適合していることを確認いたしましたので、改めてお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 当社の上場維持基準への適合状況の推移及び計画期間 

当社は移行基準日（2021 年６月 30 日時点）において、グロース市場の上場維持基準のうち、「流通株式比

率」のみ充たしておりませんでした。2021 年 12 月 24 日に「新上場区分の上場維持基準の適合に向けた計画

書」を開示し、その際に計画期間として掲げていた 2024 年３月 31 日までに上場維持基準を充たすことのでき

るよう適合に向けた計画を進行させた結果、2024年２月 29日時点の当社試算において、流通株式比率は 28.1％

となり、全ての適合基準を充たす見込みであることをお知らせしておりましたが、2024 年８月 31 日時点にお

いてすべての適合基準を充たすことについて東京証券取引所の確認をいただきました。 

  流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

時価総額 

※3 

当社の適合状況 

及びその推移 

2021 年６月 30 日時点 ※1 10,935 単位 16.3 億円 21.0％ ― 

2022 年８月 31 日時点 ※1 21,433 単位 21.4 億円 20.4％ ― 

2023 年８月 31 日時点 ※1 52,253 単位 74.3 億円 24.8％ ― 

2024 年２月 29 日時点 ※2 117,937 単位 137.9 億円 28.1％ ― 

2024 年８月 31 日時点 ※1 129,858 単位 150.3 億円 29.9％ ― 

上場維持基準 1,000 単位 5 億円 25％ 40 億円 

2024 年２月 29 日時点 適合状況 適合 適合 適合 ― 

※1. 2021 年６月 30 日時点、2022 年８月 31 日時点、2023 年８月 31 日時点及び 2024 年８月 31 日時点の当

社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出

を行ったものです。 

※2. 2024 年２月 29 日時点の当社の適合状況は、当社が 2024 年２月 29 日時点の株券等の分布状況等をもと



  

に算出を行ったものであり、東京証券取引所において確認がされたものではございません。 

※3. 時価総額における基準は上場から 10 年を経過している場合に適用されるため当社は該当せず、 

2021 年６月 30 日時点、2022 年８月 31 日時点、2023年８月 31 日時点、2024 年２月 29 日時点及び 

2024 年８月 31 日時点の時価総額は示されておりません。 

 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取り組み及び評価 

当社は株式分割を 2022 年８月期に２回、2024 年８月期に１回実施することで段階的に流動株式比率向上

のための施策を実施したほか、毎四半期の決算説明会の開催、決算説明動画・書き起こしの開示など、積極

的な情報発信を行うなど、IR 活動の強化に取り組みました。また、事業法人の株主様による株式の売却の実

施、代表取締役 CEO 河端保志及び代表取締役 COO 高原克弥の保有株式について計画的な売却を行うなど、流

動性比率の改善に努めました。これらの取り組みの結果、株式の流動性が高まることで個人投資家の割合が

増加し、2024 年２月 29 日時点において「流通株式比率」について適合となる見込みとなり、上場維持基準

のすべての項目に適合する見込みでありましたが、この度、東京証券取引所から「上場維持基準（分布基

準）への適合状況について」を受領し、グロース市場の上場維持基準にすべて適合していることを確認いた

しました。 

当社は今後も安定的にグロース市場の上場維持基準に適合していけるよう、引き続き株主、投資家の方々

のとの対話を通じ、当社グループの持続的成長と更なる企業価値向上に努めてまいります。 

 

 

 

以 上 


